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原著論文 

 

自国開催の国際大会における実力不発揮の心理的プロセスの検討 

A qualitative study on the psychological process of not reaching one’s best performance 

of Japanese athletes in international competitions held in Japan  
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Abstract: The purpose of this study was to investigate the psychological process of Japanese athletes who were not 

reaching best performance in international competition held in Japan. Participants were 3 athletes (2 male and 1 female) 

who had participated in international competitions held in Japan and other countries and not able to perform their best 

in their own country. We conducted a group interview with them lasting about two hours. Verbatim data were analyzed 

using the Modified Grounded Theory Approach (M-GTA), and the following psychological process was confirmed. 

The participants felt an “upsurge of their own country” that was increased by the people they cared about, supporters, 

and the media, which became stressors. They made them feel “social responsibility” and a “sense of duty” and 

strengthened “inability.” They fell into a “negative spiral” such that they could not cope flexibly and find solutions to 

their problems. In this situation, they constrained external events such as others and instruments and entered the vague 

situation of not finding a solution. They felt anxiety and strong pressure, which led to their suboptimal performance. 

    The results suggested that coping with problems flexibly and concentrating on something they should do prevent 

not to reach one’s best performance. Future research is needed that carefully considers the relation between concept or 

category and personality traits. As research results accumulate, psychological support will improve. 
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Ⅰ. 序論 

 我が国は 2020 年に東京オリンピック・パラリ

ンピックを控え、多くのメダル獲得が期待されて

いる。そこでは、メディアをはじめとした社会的

接触の増加が予想され、それらは実力発揮を規定

する要因ともなる。山本ほか 53）54）55）は長野オリ

ンピック前の一連の報告の中で、一部の選手はマ

スコミの報道が自身の存在や競技のアピールにつ

ながる一方で、プレッシャーになることを示唆し

ている。また、林・土屋 18）は、3 名のオリンピア

ンへの面接調査を通して、社会的注目の高まりが

怪我や指導者との不和といったネガティブな語り

の契機になったことに言及している。このように

社会的環境の変化は選手の実力発揮に対してネガ

ティブな影響を与える可能性がある。しかし、自

国開催における社会的環境やその他の要因が実力

発揮あるいは実力不発揮に影響を及ぼす心理的プ

ロセスを詳細に検討した研究は少ない。自国開催

における実力発揮過程についてはピークパフォー

マンス（peak performance）研究 42）が参考になる

が、実力不発揮に関わる心理要因の検討は不足し

ている。“あがり”研究の知見は一部援用可能であ

るが、“あがり”は競技会直前の状態を示すために、

選手が社会的環境をどのように認知し、実力不発

揮につながっていったのかは充分に説明できない。  

 先行研究では自国開催時のパフォーマンスへの

影響について、ホームアドバンテージ（home 

advantage）、もしくはホームディスアドバンテー

ジ（home disadvantage）というキーワードのもと、

検討されてきた。自国開催にメリットのあること

をホームアドバンテージ（以下、HA）と言い、「ホー

ムとアウェイのバランスが取れた環境で、ホーム

チームが 50％以上の確率で勝つという一貫した

結果」15）と定義される。そして、ホームとアウェ

イの比率が等しいチームスポーツを中心に研究が

進められてきた。そこでは、ホームチームに一定

の利益が見られることに言及され、親近性

（familiarity）52）、観客 36）、審判のバイアス 5）6）50）、

移動 35）などの影響が検討されてきた。そして、

Bray and Widmeyer7）は、施設などの環境面への適

応の容易さである親近性、大衆、移動距離が競技

パフォーマンスに大きな影響を及ぼすと主張した。

また、個人競技においても HA が見られたという

報告 10）や、競技によって HA の有無に相違がある

という報告が見られる 20）。そして、オリンピック

における HA について、Balmer et al.3）4）は、個人

競技種目において HA が見られることを報告し、

特に主観的なジャッジを行う競技にその影響が強

いことを示唆している。しかし、種々の外的要因

を選手がどのように捉えたためにパフォーマンス

が向上したのかといった心理的プロセスは示され

てこなかった。 

 上記の研究とは反対に、自国開催はアスリート

にネガティブな影響も与える。例えば、観衆のア

スリートへの心理的影響は、自信を向上させる動

機づけ要因ともなるが、反対に勝利へのプレッ

シャーともなる 21）。このようなホームチームへの

ネガティブな影響はホームディスアドバンテージ

と呼ばれる。Baumeister and Steinhilber8）は、MLB

のチャンピオンシリーズや NBA のファイナルと

セミファイナルにおいて、初期（最初の 3 試合）

よりも後期（最後の 3 試合）にホームチームのパ

フォーマンスの低下を認め、その現象をホーム

チョーク（home choke）と名付けた。そして、そ

の後の研究においても彼の主張が概ね支持されて

きた 9）39）40）。これらの論文では、支持的な観客に

よるプレッシャーの生起や、自己注意（ self 

attention）の増加がスキルの実行を妨げていると考

察している。しかし、これらはいくつかの試合結

果のみを分析した考察であるために、種々の要因
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がアスリートにどのように影響し、パフォーマン

スが低下したのかを直接確かめていない。Kent24）

はロンドンオリンピックに出場した自国選手に面

接調査を行い、自身の予測よりも周囲（観衆）の

期待が大きい場合にネガティブな影響のあること

を主張しているが、それだけでは実力不発揮過程

について詳細な理解がなされたとは言えない。

Courneya and Carron15）は、HA 研究を概観する中

で、観客、習熟、移動、ルールといった試合の開

催地（game location）要因が心理状態に影響を及ぼ

し、それが攻撃性などの行動状態、パフォーマン

ス結果につながることを示唆している。このよう

に、様々な外的要因は選手の認知や心理状態に影

響を与え、パフォーマンス結果を規定しているの

である。特に、オリンピックをはじめとした国際

大会では、スキルレベルや身体能力が相対的に拮

抗しており、心理的要因が大きな決定因となる 12）

51）。したがって、選手の実力不発揮に至る心理的

プロセスを詳細に検討し、選手の心理サポートに

活かすことが、国際大会における選手の実力発揮

に寄与するはずである。 

 そこで本研究の目的は、自国開催の国際大会に

おける実力不発揮の心理的プロセスを明らかにし、

心理サポートへの示唆を得ることとした。なお、

本研究は、質的研究法を用いた実力不発揮の心理

的プロセスモデルの作成を作業課題とするため、

仮説生成研究に位置づけられる。 

 

Ⅱ.方法 

1. 面接内容 

まず、対象者の選定に際して、自国開催および他

国開催の国際大会を経験した元選手に面接調査を

依頼した。そして、その中から自国開催では実力

発揮できず、他国開催において実力発揮できた個

人種目の元選手 3 名（男性 2 名、女性 1 名）を分

析対象者とした。 

中込 30）は、心理サポートを求めやすいスポーツ

種目に、短い時間で動作が終了するスポーツ種目、

動作の幅が狭いスポーツ種目、自分のペースで動

作を遂行できるスポーツ種目を挙げている。これ

らは個人競技の選手の特徴と重なり、個人種目の

選手は心理に対する課題意識が高く、内容を詳細

に語ることができると考えられたため、個人競技

の元選手を対象とした。  

 

2. 面接内容 

面接は本研究者または面接対象者の所属機関の

部屋を利用し、1 対 1 の対面式で行った。対象者

には、まず本研究の目的とその内容を説明し、イ

ンフォームドコンセント、音声レコーダーへの録

音、論文化への許可を得た。その後、面接対象者

に対して、2 時間程度の半構造化面接を行った。 

面接では、「自国開催と他国開催の国際大会の違

い」と「自国開催における実力不発揮までの過程」

を尋ねた。本研究では自国開催における実力不発

揮の体験を語ってもらうことを目的としていたが、

それが自国開催の大会のみで見られる特徴的な現

象であるとは言い切れない。したがって、自国開

催と他国開催の国際大会の違いを尋ねた後、自国

開催の国際大会における代表決定後から試合終了

までの過程を語ってもらった。そこでは、競技生

活や試合における印象に残った出来事と、そこで

の感情や認知について時系列的に詳細な語りを求

めた。なお、本研究は所属機関の倫理審査を受け、

実施した。 

 

3. 分析方法 

本研究では木下 25）26）の修正版グラウンデッド・

セオリー・アプローチ（以下、M-GTA）を採用し

た。M-GTA を用いるのに適した研究として、人間

と人間が直接的にやり取りをする社会的相互作用

に関わる研究であること、ヒューマンサービス分



                      鈴木ら 

4 
 

野であること、研究対象がプロセス的性格を持っ

ていることが挙げられる 25）26）。これらの条件は本

研究の目的に合致すると考えられたため、本方法

を採用した。M-GTA の分析は、インタビューデー

タから概念を生成し、複数の概念間の関係を解釈

的にまとめ、最終的には結果図として提示すると

いう手順を踏む 26）47）。本研究では、面接の逐語録

を作成し、以下の手順で分析を行った。 

 ①分析テーマおよび分析焦点者の決定：「自国開

催における実力不発揮に至る心理的プロセス」を

分析テーマに設定し、「自国開催および他国開催の

国際大会に出場し、自国開催において実力を発揮

できなかった元選手」を分析焦点者とした。 

 ②分析ワークシートの作成：設定した分析テー

マと照らし合わせ、関連があると考えられた対象

者の語りを選択的判断 26）によって抽出した。その

後、抽出した語りを具体例（ヴァリエーション）    

としてまとめ、それらを集約させた定義を検討し、

最後に概念名を決定した（表 1）。なお分析ワーク

シートの作成時には、理論的メモを残した。理論 

的メモには概念間の

つながり、関係性、  

理理論的メモには概念間のつながり、関係性、類

似性だけでなく、恣意的な解釈にならぬように概

念の対極例の考察等、その概念に対するアイデア

を詳細に記録した。理論的メモは、最終的に概念

図を作成する際の参考とした。  

 分析ワークシートの作成は、分析テーマに照ら

して最も多彩な語りをした１名のデータから分析

を進め、順次、分析焦点者を移していき、必要で

あれば概念を生成し、最終的にすべてのデータを

分析した 34）。  

 ③概念図の生成：個々の分析ワークシートで作

成された概念を基に、カテゴリーを作成した。そ

して、概念やカテゴリーとのつながりを考慮した

後に、「自国開催における実力不発揮の心理的プロ

セス」を示した概念図を作成した。 

なお、分析ワークシートと概念図の作成におい

ては、解釈に偏りがなくなるように、スポーツ心

理学を専門領域とし、質的研究法に精通する者 3

名を含めた本研究者 6 名で幾度も検討を重ねなが

ら分析を進めた。 

 

３      表 1．分析ワークシートの例 
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ooooooooooooⅢ. 結果および考察 

M-GTA による分析の結果、20 の概念と 4 のカ

テゴリーを生成した。その後、概念やカテゴリー

間のつながりを検討し、「自国開催の国際大会にお

ける実力不発揮の心理的プロセス」を図式化した

（図 1）。表 2 には、カテゴリーおよび概念名、概

念の定義、各概念における語りの具体例を示した。 

以下に、実力不発揮の心理的プロセスにおける

概念およびカテゴリー間のつながりを先行研究や

対象者の語り（具体例）を用いて示した後、実力

不発揮に関わったと考えられる特徴的な心理要因

について考察する。そして、それらをもとに心理

サポートへの示唆に言及する。なお、文中では概

念を【 】、カテゴリーを＜ ＞、語りの具体例を

「（斜体）」、付帯情報を（ ）で示した。 

 

  

カテゴ

リーを

＜ 

＞、語

りの具体例を「（斜体）」、 

 

1. 実力不発揮の心理的プロセスにおける概念お

よびカテゴリー間のつながり 

対象者は、まず“関係者”や応援、メディアの

多さといった＜自国開催による盛り上がり＞に

よって社会的責任を感じ（【社会的責任の認知】）、

【義務感】を強めていった。これは対象者 A の語

りから最も端的に読み取ることができる。対象者

A は「自国開催だからこういうのが望まれている

とか、どこか運営にまわっているような感じで。

こういう大会にしなければいけないというような。

自分のプレーだけでいいのに、そういう部分まで

意識してしまっていた」と語り、「それ（周囲の期

待）に応えたい」、「頑張らなきゃいけないってい

うのが日に日に増していった」。 

 

 

 

 

 

図 1. 自国開催の国際大会における実力不発揮の心理的プロセス 
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表 2．概念・カテゴリー一覧 
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さらに、「やる度にあぁ自分は仕上がってない、

全然できていないというイメージで練習してし

まっていた」と、できないことばかりに目が向い

ていった（【できなさ】）。桜井 37）は、自己の外面

や他者に対する言動などに注意を向けやすい傾向

である公的自己意識が有能感や自己決定感と負の

相関にあることを明らかにしている。本研究の対

象者は＜自国開催による盛り上がり＞によって周

囲の言動等に注意を向け、社会的責任や義務感を

強めることによって、有能感を低減させていた（で

きなさを強めていた）と推測される。また、＜自

国開催による盛り上がり＞を感じ、外に注意の向

いた対象者は自己決定感を弱め、他者への依存を

強めていった（【手厚い支援への依存】）。そして、

対象者は自分のやるべきことではなく、他者や道

具などに注意が向き、そこから離れられなくなっ

ていった（【自分以外へのとらわれ】）。 

【できなさ】を感じた対象者は、自分に【いら

だち】、プレーがうまくいかない時に柔軟に対応で

きず（【柔軟性のなさ】）、【できなさ】を解決でき

ないまま（【解決策のなさ】）、＜負のスパイラル＞

に陥っていった。このような状況について、対象

者 A は「何回やってもできないというか。今考え

ると抜け出そうともしていなかった。自分はどう

せできないという負のサイクルでずっと回ってい

た」と語った。先行研究では、コーピングの一貫

性が高いほどストレス反応が多いことに言及され

14）、ストレスフルな状況下におけるコーピングの

柔軟性の重要性が指摘されてきた 22）。本研究の対

象者は、プレーがうまくいかない状況においても

柔軟性のない不適応的な対処方略を用いており、

それがストレス反応を強め、プレーがうまくいか

ない自分を強化していたと推察される。 

また対象者は、＜負のスパイラル＞に加え、“関

係者”への気遣いによる【気疲れ】や【手厚い支

援への依存】などによって、「人から見られる自分

をベースにしていたので、それで苦しくなって

いった」（対象者 A）、「心理的な準備というよりは、

道具の準備が試合用に完全に整っていなくて」（対

象者 B）と他者や道具などの自分のやるべきこと

以外のことにとらわれていった（【自分以外へのと

らわれ】）。そして、＜負のスパイラル＞に陥り、

【自分以外へのとらわれ】がある対象者は、「具体

的な解決策じゃなくて、そこをどうにかしたいの

にそこを言われるから、余計わからなくなってき

て」、「やれないもどかしさというか、プレッシャー

に負けそうになる感じが増してきてしまって。今

までにないプレッシャーというか…」（対象者 A）

と、解決策がなく【もやもや】した状態と、周囲

の期待に応えることができないかもしれない【も

どかしさ】を相互に感じながら生活していった。

そして、＜解決策が漠然とした状態＞のまま試合

が近づいていった。これらは「ずーっと自問自答

していた」（対象者 C）という語りからも読み取れ

た。 

一方で、「知らない間に、コーチの出した仮想順

位を人から聞いてしまったんですよ。コーチから

教えられるんではなくて、人からその情報をも

らってしまったから、コーチに不信感みたいなの

もできてしまって」（対象者 C）と、＜自国開催の

盛り上がり＞によって生じた【不測の事態】への

スタッフの対応に不信感を抱き（【スタッフへの不

信感】）、それが【動揺】につながっていった。Gould 

et al.17）はアトランタ五輪に出場した自国選手およ

びコーチへの調査において、ピークパフォーマン

スを発揮するためには、多くの予期せぬ出来事へ

の柔軟な対処が必要であると主張している。本研

究の対象者は、予期せぬ事態に対応できず、それ

が動揺につながったと考えられた。そして、ここ

での【動揺】や「もやもや感をそのまま持って」

（対象者 A）いたために、【不安】や【重圧】といっ

た＜試合直前のネガティブな感情＞を抱えて試合
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に臨むことになった。すなわち“あがり”に近い

状態で試合に臨んでいたと推察される。これらの

“あがり”状態のアスリートのパフォーマンス低

下は多くの研究で実証されており 28）、本研究の結

果も先行研究と同様に、【実力不発揮】に至ってい

た。 

 

2. 実力不発揮に関わる特徴的な心理要因 

 自国開催の国際大会に出場し、実力発揮できな

かった選手は、＜自国開催の盛り上がり＞が起点

となり、勝利への義務感を抱いていった。そして、

プレーのうまくいかなさを感じたが、それを解決

できないまま試合に臨んでいった。本研究の結果

からは、プレーがうまくいかなかった時に、課題

への対処方略に柔軟性がなく、自分のプレーと直

接関わらない事柄（例えば、他者のアドバイスや

道具）にとらわれていたことが、試合での実力不

発揮につながっていると考えられた。したがって、

以下に対処方略の柔軟性のなさと自分以外へのと

らわれについて考察する。 

1）対処方略の柔軟性のなさ 

 先述したように、コーピングの一貫性が高いほ

どストレス反応が多く、ストレスフルな状況下に

おけるコーピングの柔軟性が重要であることが指

摘されてきた。Kato23）によると、「コーピングの柔

軟性は効果のないコーピングをやめて、代わりの

コーピングを考えて実行すること」と定義され 22）、

コーピングの柔軟性のある者は精神的に健康であ

ることが主張されてきた。また、Kato23）はコーピ

ングのレパートリーを増やすこと、ストレスに応

じてコーピングを変化させること、そして適切な

コーピングを選択することがコーピングの柔軟性

につながると主張している。本研究の対象者は、

対処方略のレパートリーが少なく、さらに不適応

的な対処方略を継続的に用いていたために、解決

策が見つからず、プレーのうまくいかなさを強め

ていたと推察される。対象者 A の「やる度に自分

は仕上がっていない、全然できていないというイ

メージで練習してしまっていた」、「できない自分

にいらだっているから、そこから離れられない」

という語りや、対象者 B の「もうちょっと遊び心

をもってやっても良かったのかな」との語りから

は、何かうまくいかないことがあった時に、対処

方略を変更するのではなく、その事象に不適応的

にこだわっていたことが窺える。このような出来

事の悪かった側面を繰り返し考え対処することを

反芻コーピングと言い、反芻コーピングや受動的

なコーピングスタイルは精神的苦痛と関連するこ

とが明らかにされている 13）。対象者はこのような

反芻コーピングを用い、それによって負のスパイ

ラルから抜け出せず、苦痛を感じていたと推察さ

れる。そして、こういった状況を抜け出すために

は、物事の良し悪しを判断して対処することであ

る「省察」というコーピングスタイルが必要とな

る。Carver and Scheier11）や中村 32）は、省察という

コーピングスタイルが心理的適応を促進させるこ

とに言及しており、対処方法の良し悪しを自分で

判断し、柔軟に対応することがパフォーマンスを

向上させると考えられた。 

2）自分以外へのとらわれ 

 本研究の結果からは、自分のやるべきことに集

中せずに、周囲の言動や道具などにとらわれてい

ることが実力不発揮につながっていると考えられ

た。対象者 A の「運営側にまわっているような感

じ」という語りは、＜自国開催の盛り上がり＞に

よって人から見られる自己像をベースに競技に取

り組んでいたことが推測できる。このような周囲

から見られていることに注意を向けている状態は

公的自己意識と呼ばれ、“あがり”との正の関係が

示唆されている 49）。そして、本研究の結果の一部

も“あがり”研究によって説明できる。有光・今

田 2）は“あがり”の程度を測定する尺度を作成し、



            自国開催の国際大会における実力不発揮の心理的プロセスの検討 

9 

自己不全感、身体的不全感、震え、責任感、生理

的反応、他者への意識という 6 因子に分類した。

そして、有光 1）は“あがり”の原因として、感情

状態、他者への意識、行為に対する評価、動機づ

け、新規環境、性格を挙げている。また、田中・

関矢 48）は、ゴルフパッティングを用いた実験から

報酬や観衆のストレス状況下における運動速度の

低下や運動変異の縮小を報告している。これらの

主張には、“あがり”の背景に他者への意識が共通

して存在しており、パフォーマンスの低下につな

がることが示唆されている。本研究の対象者にお

いても、観衆などの＜自国開催の盛り上がり＞が

ストレッサーとなり、他者への意識が増加し、運

動パフォーマンスの低下につながることが示唆さ

れた。すなわち、“あがり”に似た現象が、試合直

前だけではなく、試合前から継続的に起こってい

たと考えられる。 

 このように、意図がないにも関わらず現行の課

題とは関係のない事柄について考えることをマイ

ンドワンダリング（mind wandering）と言う 38）。

マインドワンダリングは、注意の処理資源を消費

するものであるため、課題に向けられる処理資源

を奪い、認知的パフォーマンスに悪影響を及ぼす

とされている 43）44）45）。本研究の対象者も、外的

事象に注意が向けられ、処理資源が不足すること

によってパフォーマンスの低下が引き起こされた

と考えられた。 

 

3. 心理サポートへの示唆 

本研究の結果から、実力発揮できなかった対象

者は追い込まれた時に柔軟性のない対処方略を用

い、自分のやるべきことに集中できていなかった。

対処方略の柔軟性を高めて自分のやるべきことに

集中するためには、自分自身の認知を対象とした

認知 19）、すなわちメタ認知能力を高めることが必

要であると考えられた。メタ認知はコーピングの

柔軟性と正の関係にあること 33）、またマインドワ

ンダリングの生起に気づくにはメタ認知スキルが

必要であることが指摘されている 41）。これらの主

張を受けると、その時に課題となっている事柄を

明確にした上で、関係のない事柄に考えが及んだ

場合にも自分自身でそのことに気づき、再度課題

へ集中できるといったメタ認知能力を身に付ける

必要があると言える。試合であがらない選手は、

本能的欲求や内的な衝動性の知覚、そして現実を

正確に把握する能力にすぐれているという主張 31）

からも、選手が自身の状況を正確に理解すること

が必要となる。そのような現状把握や気づきと

いった広義の自己理解がコーピングの柔軟性や、

自分のやるべきことへの集中につながり、実力不

発揮を抑制することができると考えられた。 

このようなメタ認知能力を身に付けるためには、

リフレクション、自己説明、外化といった支援が

必要となる 19）。リフレクションは自分自身の認知

の振り返り、自己説明は認知活動がなぜ行われた

のかの説明、外化は学習者の持っている知識や理

解状態を外部に記述することを示す。また、諏訪

46）は身体知（技やコツ）の獲得には言語的思考、

環境からの知覚、身体動作の知覚といった認知過

程を身体が体感すること、さらにそれを言語化す

ることが必要であり、それを限りなく繰り返し行

うことが熟達の漸進的プロセスであると論じてい

る。これらはアスリートへの心理サポートで行わ

れていることと重なる。したがって、心理サポー

トは長期的かつ継続的に実施し、選手が様々な側

面から自身を振り返り、他者への説明を通して自

己理解を深めることが目標となる。そのために、

心理サポートの専門家は、心理サポートの中で選

手が主体的に競技や日常生活を振り返り、その時

の感情や認知、行動結果などの理解を促すような

関わりをする必要がある。メンタルトレーニング

やスポーツカウンセリングにおいても自己理解の
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促進と同期して競技力やパフォーマンスの向上が

認められており 29）、実力発揮のためには自己理解

が欠かせない。自身を主体的に振り返り、理解を

深めることによって、競技会での実力不発揮を抑

制でき、実力発揮や競技力向上につながると考え

られる。  

一方で、大会直前に心理サポートを希望する選

手も存在する。そのような場合には、上述した継

続性が求められるメタ認知能力 46）を高めること

は難しいと考えられる。したがって、周囲のスタッ

フや心理専門家が選手のやろうとしていることを

理解し、現状把握や選手のやろうとしていること

の後押しが必要となるだろう。そうすることに

よって、選手は支えを実感し、周囲の雑音を意識

することなく、自分のやるべきことに集中して試

合に臨めるようになると考えられる。 

 

Ⅳ. まとめと今後の課題 

 本研究は、自国開催の国際大会における実力不

発揮に至る心理的プロセスを明らかにし、心理サ

ポートへの示唆を得ることを目的とし、元選手 3

名に面接調査を実施した。得られた逐語データを

M-GTA で分析した結果、以下のような心理的プロ

セスが明らかになった。「自国開催で実力を発揮で

きなかった対象者は、自国開催の盛り上がりとい

う周囲の反応がストレッサーとなり、社会的責任

や義務感を抱き、それによってできなさを強めて

いった。そして、対象者は対処方法の柔軟性がな

く、解決策が見つからないために、負のスパイラ

ルに陥っていった。そのような状況において、対

象者は他者や道具などの外的事象にとらわれ、解

決策が漠然とした状況となった。そして、対象者

は不安や重圧を感じ、実力不発揮につながって

いった。」 

 本研究は、先行研究において検討されていな

かった上記のような実力不発揮に至る心理的プロ

セスを明らかにしたが、いくつかの課題も見出さ

れた。本研究では全体的なプロセスを提示するこ

とを目的としたため、概念間のつながりを詳細に

検討できたとはいえない。今後はそれぞれの概念

やカテゴリー間の関係について様々な研究手法を

用いて詳細に検討することが求められる。また、

本研究では対象者のパーソナリティ特徴に注目し

なかった。本研究の結果からは直接言及できない

が、こだわりが強く、柔軟な考え方のできない性

格特性を持つ選手が実力不発揮に至っていたと推

測された。また、本研究では日本人選手のみを対

象とした。日本人を含んだ東洋の文化は、自己と

他者の協調関係を重視する「相互協調的自己感」、

欧米の文化には自己を他者から引き離し、個性的・

自立的であることを重視する「相互独立的自己感」

が特徴的であると言われている 27）。そういった文

化的特徴からは日本人の選手は他者との関係に注

目しやすい傾向があるのかもしれない。したがっ

て、今後は実力不発揮に関わるパーソナリティ特

徴を外国人選手との比較も含めて検討する必要が

ある。このような研究の積み重ねがアスリートの

実力発揮につながる効果的な心理サポート方法の

構築につながると考られる。 
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